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衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
司
法
書
士
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
司
法
書
士
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

司
法
書
士
の
民
事
訴
訟
手
続
等
に
つ
い
て
の
代
理
業
務
及
び
法
律
相
談
業
務
に
つ
い
て
は
、
司
法
制
度
改
革
の
一
環
と
し

て
、
特
に
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
多
い
比
較
的
少
額
の
事
件
に
つ
い
て
、
国
民
の
権
利
擁
護
に
不
十
分

な
面
が
あ
る
現
状
を
直
ち
に
解
消
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
簡
易
裁
判
所
の
事
物
管
轄
に
属
す
る
事
件
の
範
囲
内
で

認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
簡
易
裁
判
所
の
事
物
管
轄
を
超
え
る
法
律
相
談
業
務
や
管
轄
の
合
意
に
基
づ
く

簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
民
事
訴
訟
手
続
に
つ
い
て
の
代
理
権
を
司
法
書
士
に
認
め
る
こ
と
な
ど
の
御
指
摘
の
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
認
め
ら
れ
た
業
務
に
つ
い
て
の
司
法
書
士
の
実
績
を
な
お
見
極
め
つ
つ
、
そ
の
必
要
性
の
有
無
を
含

め
、
国
民
の
権
利
擁
護
及
び
利
便
性
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

我
が
国
の
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
成
年
後
見
制
度
に
対
す
る
需
要
は
、
今
後
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
と
も
に
、
後

見
人
等
と
し
て
の
司
法
書
士
の
活
用
に
対
す
る
期
待
も
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
家
事
事
件
に
お
い
て
司
法
書
士
を
代
理
人
等
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
の
有

一



無
を
含
め
、
国
民
の
権
利
擁
護
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

二
に
つ
い
て

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
が
公
表
し
て
い
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
現
在
、
全
国
の
簡
易
裁
判
所
の

管
轄
区
域
四
百
三
十
八
の
う
ち
、
約
九
十
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
四
百
三
十
三
の
管
轄
区
域
に
司
法
書
士
事
務
所
が

所
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
弁
護
士
及
び
司
法
書
士
に
つ
い
て
、
大
都
市
部
（
東
京
都
、
大
阪
府
及
び
愛
知
県
を
い
う
。
）
に

お
い
て
登
録
し
て
い
る
人
数
の
全
体
に
占
め
る
割
合
を
見
る
と
、
弁
護
士
は
、
約
六
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
司
法
書
士
は
、
約
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
司
法
書
士
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
都
市

部
に
偏
在
し
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
引
き
続
き
そ
の
推
移
を
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

三
に
つ
い
て

現
行
の
司
法
書
士
法
人
制
度
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
共
同
化
が
図
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
業
務
の
分
業
化
、
専
門
化
が
進
み
、

利
用
者
に
質
の
高
い
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、ま
た
、担
当
者
に
事
故
等
の
事
由
が
生
じ
て
も
、

引
き
続
き
法
人
の
他
の
社
員
に
よ
っ
て
事
務
が
処
理
さ
れ
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。

二



御
指
摘
の
「
一
人
法
人
」
の
設
立
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
や
司
法
書
士
の
業
務
の
実
態
を
踏

ま
え
つ
つ
、
国
民
の
利
便
性
や
法
人
の
債
務
弁
済
能
力
に
対
す
る
影
響
等
も
勘
案
し
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」
（
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
）
に
従
っ
て
、

地
域
主
権
戦
略
会
議
の
事
務
・
権
限
仕
分
け
の
結
果
を
踏
ま
え
、
個
々
の
出
先
機
関
の
事
務
・
権
限
の
地
方
移
譲
等
の
取
扱

方
針
及
び
そ
の
実
現
に
向
け
た
工
程
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
並
び
に
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
（
仮
称
）
」
を
年
内
目
途
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
策
定
過
程
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

三


